














解答および解説

第 1 問

(a) g sin θ

(b) 求める時間を tとすると等加速度運動の公式

v1 = v0 − g sin θt

から t = (v0 − v1)/g sin θ.

(c) OA間の長さを dとすると点 Oと点 Aにおけるエネルギー保存則

1

2
mv20 =

1

2
mv21 +mgd sin θ

から d = (v20 − v21)/2g sin θ.

(d) 点 Oと点 Bにおけるエネルギー保存則

1

2
mv20 =

1

2
m(v1 cos θ)

2 +mgh

から h = {v20 − (v1 cos θ)
2}/2g.

第 2 問

(a) i 直線 ℓは (t, t2)を通り, 傾きが 2tなので,

y = 2tx− t2

であたえられる.

ii 直線 y = 2tx− t2 と放物線 y = x2 − xの交点の x座標は,

2tx− t2 = x2 − x ⇔ x2 − (2t+ 1)x = −t2 ⇔ (x− t− 1/2)2 = t+ 1/4

によって求まる. x に関する上の 2 次方程式が実数解をもつための必要十分条件は,

t ≧ −1/4 が成立すること.

(b) i サイコロ A, Bを振ったとする. 出る目の組み合わせは 36通り, そのうち合計が 5の倍数

になるのは,

(A,B) = (1, 4), (2, 3), (3, 2), (4, 1), (4, 6), (5, 5), (6, 4)

の 7通り. したがって, 求める確率は 7/36.

ii サイコロ A, B, Cを振ったとする. A+Bがいくつであっても, A+B+Cが 6の倍数とな

る Cの目はちょうど 1つある. したがって, 求める確率は 1/6.



出題の意図

第 1 問 等加速度運動や放物運動についての基本的な理解を問う問題である.

第 2 問

問 (a)-iは, 放物線の接線の方程式を求める問題で, 微分法の基本的な応用ができるかどうかをみて

いる. 問 (a)-iiは, 直線と放物線が交点をもつための必要十分条件は, 2次方程式が実数解をもつため

の条件になることを理解しているかどうかをみている.

問 (b)はサイコロを振ったときの, 目の合計が特定の条件をみたす確率を求める問題. 問 (b)-iは

条件をみたす場合を数え上げるのが簡単で, それができるかどうかをみている. 問 (b)-iiも条件をみ

たす場合を数え上げてもよいが, 少しだけ手間がかかる. そのような少し複雑な数え上げができるか

どうかをみている.
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